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　　　　　　　　f　緒　　　　言　　　　　　　　　　　　Mが“襯こ窟1立躍にrl三ること詔iご摺示する。　Nは【ぎ1盛付円櫻

酬商の厚さ困轍煙躍のゴ卿冤Flで励糸歩な！茄す　　sを剛i」1して削1を鋤かすことが出・編。lllしNは剛ジ1

繍蹴欄で励謀禰麟て鰍伽麟な描　しない・MN醐に榊鰍まゐ：いときl」覇「：1：よ’：）　”C

する」臨融肱関附る辺翼目砺る．。の灘畑　MとNとe」二拠覧’る・N醐かし一eMが轍肺描

繍㈱陶瀦・1撫…蠣㈱牛に・つて影鞭　脚謡器lls　f°「　th…aSUt－en）ent°fi

劉重灘撫灘灘理二塁蹴竃1；膿　　　　　　一P

l翻轡の厚さの比較は常に一・定の条件で測定した結；果につ
　　　　　　　　tl）
いりこ・行う必要がある。

　醐1轡は生糸製造工程中色2“な変化を受しナるが牛与に

Sericlnの膠蒲度の変化は大きい。従つて緊緩度の非目異

な生ずるので製糸の蕎工樫によつて受ける繭層の摩さの

変化程度を知ることは困難である。即ち奨の厚さ獣緊緩W

軟緩のものは薄目に，粗硬のものほ厚目に測定されやす

い。

　本報では測定iに当つて繭層に加えるr－E迫力を変えた場　　　　　　　’　　S　　　　　　垣蜘L

合の厚さの変化及び繭層の状態を偽々に変えた場含の摩　　　時円板Sの目盛こを読む。次ぎに材料をMNのi長11に挾み，

さの変化に就いて調査した桔果について報告サる。尚今　　　］Mが再び定位悟醗に1夏する様にNを動かしてSの目盛望ヒ灘

後ぽ厚さのi変1奇性，隈さと繭の1諸性留との関係及び摩さ　　　む。Nの移動量機Sの陽盛によつて7求められ，司蛎慶料の厘

な異にSる繭に対寸る合耀F肱処理方法欝；に就て研究を　さな勾目『。装概の感度健0．0輸n・である。N｝壌側i伝しな

進めで行く考えである。本報の一部は昭和29年2月製糸　　いのでNと繭周との間に摩｝騨三用1“銚じない。従つてこ

絹研究会に於で発嚢した。爾本稿なつぶさに御校閲下さ　　　の為に生ずる設窪皇は考鳶．られない。

れた本学教援荻原清治博：1：に潔僅なる感謝を郷げる。　　　　　策一一褒は本装fi，IUcよつて偲た瀧熈の厚さtと測定圧ρ

　　　　π測定羅の試作及び其の吟味　　との間の関髄あり，隔課から下ii葺糎関駄甥賦
縮の厚ざ醸に蜘．m＿磁れてい。。　・一諏＋・…………（1）

Mic「omete「では測定圧を任意に与えることが出来ない　　　で現わし得ることを知ったQ

ので測燈総と厚さとの関係を求めるために第一図の装耀　　　　Table　1：The　thickness　of　tbe　layer　at　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Waist　of　tbc　cocoon
を試作した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一ny－＿　　　　　　　　　　　＿

隅M及びN繭嗣爽漏好で，1撫・掬・圧　盤麟nr昼22・…。1…15・・2・・。・5・・

碧謙羅1鵬脇捻讃驚竜懸。蕪　・鎚鍵調1・川5巴巴“82軌81璽・巴

酬齪が舗られる．叉撒卜R蹴大装置耽介して　恥麹測定恭裸から各騰を求既とa・　＝’　1・　9，b＝

一一一
堰C，州大輔爾聯繭，嬬　　　…33，・一・79・とな・，上・曲線・・…母ll・＋・）・…
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（1脚。於てP醐鰍に近づ1ナぱ，は。1。近づく。と　　　・he　va・i…dirnen・i・n・。f　tlic　ti］vli’

になる．即ち，一，はこの双囎。漸醐であるからc　　　蟹製Ple－＿＿＿＿
・蹴の蜘螺聯瀬・朱す・．又・一・・蜘・喩評隠瀦i騒鐸…　ψ

となる。今．賦から斉恒蜘藤を吟味して慰う。　　T・bl・3　Th・i・d・紳・mb。・・f　the・・nsUlnt・ini

b1“＋cに近づ＠でb嫌弾1胴の1：1紳可撒・嫁わす・　ユ．5mlh　larg・：’・h・n〃M’d　te・1。：）10010。

（1）式を変ヲi多圏す’ると　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．0　　　　　　　〃　　　　1305　197　1＄3　65

　　（P十a）（t－－c）・二b…・…　…・イL2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．O　　　　　　equal　to〃IN，！rt　　　250　　93　158　　37

　（2）式はLiass体に於の・るVan　der　WaaPs　EquatlOn　　博　…t．’．一……．　t－t…一．’t一一一一………一．”t…一…v”’H…T『一“’＋tt…N

と　灘で舗。棚勿の1・翼さとその測駅とt、，：，）関鰍も〔2）　T・b1・4・Th。　i・d・x－・・umb。r・：，f　the　c（，nstants　at

式と剛で劾し得る盤繊斐吸び暖V・・d，・　　　豊ご鰻＿
Vl「aaP　s　EquatiQnにf故つて1喚器寸し℃見50　　　　　　　　　　　　Thi（：knqss

　測燈燃力『琵である場台にも切開し九i剛惣）繭糸はぼら　　　　　a

ばらに離れず域る：加こよつて繭殻の形態な保つている。　　　　　　b

この力はr．1：i：＝＄criclnの｝修兀ラ勘によつて与え1≧・れている　　　c

とす才し（・tr，　i司一オオ料に於1ナるttの変イヒ1・　1　Sericinの1謬　　　　　　 alt）

0，6mm　　　｛｝．　67　　　　（1，　S1

100　　　　　　　78　　　　　』　86

iO9　　　　　　86　　　　　　82

100　　　　　12（i　　　　　Ic）1

1〔0　　　　　　110　　　　　　　9E

蒲力の変化に関係するi弐臼・て；勧ろう。川1L酎荊糸勇響丘朴μ1：　　tt－』’“……………1』’一　．“…………’円…闇…．．　”一’“’一’“t

の闇に予め鵬、物に．1；り・なるFEが加畑れているので　　1脳ω惣）ill獅蹴1噸’P曲賎純圧迫子醐の大小一1闘・

測就，湖1潮、ると酬撒燗に・＋蝋るF｝三が　職’F・轍二妙畷雛嚇1け・・これ醐顧三の’J’さ

存耐ることll：　r3：　＞5。　P剛。時，一・は職翻λ・　嚇腿剛肋‘滑’不足鳳ツ醐II｝の変傑澱るた

のでb臨縮可縦醐糸嫌間の圧と峨となり，そ　め拷える・燗鯛乙1酊擬ないの蹴譲及び躯
塒輌閣礫緩脚醐係し，9…勲聯の鮪　　灘フ1撒様に1恥も　蠣「ご”鰍凋つて変fヒした・本’

E。，，gy翻罰ると考える．　b鮒に齢舗麟1ノ　顯酬魁E磯囲｝葛創姻ばいるのでb1曜なるぺ
た面積で示した。　　　　　　　　　　　　　く鱒；しく一」’　7・為轍’帳の榊斗1：眼水によつて軟かくし

　　Fig．2’Th，　cu，v。。f　T。。dP　　　　た・陵水方法｝漁駁2嚇購1劇：1に浸積した…般に1蜘

　　　　　ic　　　　　　　　徽腰縫灘瀦謝灘響碧嘘集藤，

　　　⑳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の大きい頭部及び尾部のH三縮可能襲聾は火きい。このこと

　　　n　　　　　　　　　　　から獅灘・・b及びb／剛肱か洲二E飾1礁量であ．
　　　Il　　　　　　　　　る・と姐している・綱・MNI再脚鰍び腿r面
　　　1、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　積の穴きいことは庄縮仕事量が：：ノくきく月ヨ縮セ卵難1こす‘

　　　1、　　　　　　　　　　　　　　　　　る。爾繭層｝廿こその馴粥縁1；付近に於て1：旺縮を受1ご｝・やすい。．

℃一∂粥・＼＿　　　欝欝騨論1麗謝畿為廉
匹……1P膿繍燥1：灘鱒：：驚欝碧欝：

　塗に以上の推論噛磁1めるために繭麟め部位別》疎1掴の　　数とし，bを緊緩に関係する蝦数として妥瀕である。即：

厚さ別等色凌の試料に就いてtとPとの関係を求めた。　　　ちa及びbl誘：共に材料の形状によつて変化することがわ1

その概要を第二婁乃i軽第四i拠こラ六した。　　　　　　　　かる。第四糞はblaをなるべく変化させない様にした蒔

Table　2： ﾝ1留欝謂bぎ5。81。the　c°nSlants　礁で・る・従つで・1耀1腰i鋼・朔醐響

　　　　　　　　糊㎞甑幽wwww’uawwww　　　さとして差支えないことを猟す。
part°fcYIL』ゑcalb　　以上。跳的蹴。よこ、で1難1を用、、で舗。測遣
　　Head　　　　　　268　　525　　62　　196　　　　　圧のもとに繭層の厚さを測ろことが出来ると同時に爽験

　　Waist　　lo3玉oo　1°°　100　　式（1）の・b・及びb！・等によつてi蕾1伽変fヒ膿嵌わ

　　T“il　　3375886317S　す。とカ・1陳る．と蜘った．1、！下。の装1謝翻、、て毎
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．つた結果な報告する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。叉cがほぼ不変である暢合に睦の増加にイ半いbが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　増加することは築験式の性，霞111〕ち上述の滑察の妥滋’徽を

　　　　　　　　理実験方法　　　　 示すものである。幻E縮可側」1：blaは次蹴凱小さくなり，

　（1｝試料　［1醐lil2雛ド度本響鏑i糠蚕繭臼112・陛×糞110　　　漫水風li吃の繰返1に、爽つて1繭κ1｝1“殴ゐとll鮒ヒしで・・｛ぐるこ

号の巧吃繭な用いた。第三三蛋の循果から試料の状態は等し　　　とがわかる。沢に澱水繭Jl区1・こ於て風耽剛数の多い概

くする必要があるので繭蹴，繭長：敬欄rr1のCYf；しい繭を　　blaが小さくなりcが大きくなるこ？　t・a二s“ricinの騎iド1

選L日した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：力の増穴によつて1週険に用いた潰噌定H三の握度では圧縮不

　（L？〕測麿方法　試料癒頭，胴，耀に分割1，，その測燈　　　可能となつ六二繭閲察隙の倣が増加1．・たことで潅ノる。圧縮

位概の移動鞭防ぐ為試片♂り中心に○印な付1ナ測鷹点弱旨　川itlt3ない：洲猷i隙¢轍が増加／・焦ゴニセ：賜水によゐ醐ll、唖

示1／た。荷重を0、29から35．09“…で順次」噛加させて㍑∫ミ　　　の膨ξ和遮度が二1，，；くれ，たことa∫；す、，

々の荷重に対一9’る1．i、1il層蝋£さな測矩iした。試織づ；浸水処　　次にSericinの膠Ji、ゴカが小距隙緊緩が｝欧かいと、撫・・rれ，

翠n，風乾処理，煮処i繭理な行つゾこものである，，蕎区、i層O　　　ゐ浸湘醐1窟1’｝のaが風1陀1｛ll撫7に比1．尺鳶いことは次の如く

20粒の材’料に写莞いレC行・：Pた。　　　　　　　　　　　　　　　　　考えるn1il】’ち（21式によりa　（従つて層b）の変化1：ill：の比較

　　　　　　　　1膜験結果　　1羅講繍1轍灘搬鬼1：：、灘1
　（n　漫水風鴨処理と厚さとゆ関搬　　　　　　　　　　　　風戦繭層と1藁水繭層とで漁禰網の膠欝：カな♪∫≒すaψ鱗な

　葡層ほSericin　rど）膠滞力が変化1，’た場含既に保膚し℃　　　多欝の鰍で比鮫寸る仁と綜零｝理である。従つて膠荊力の

’いる1勾部羅ツコによつてその摩さが変化する。傑有して：い　　　｝鰹ヒ示すご二とに1象ならンb：いと：考よを一るes

るi糖隣力は外層ではト臨1方向に・内襯料3：引膿方向に　　以．Lの結耳斗から測魁蕉が一竃姻r姶，　Sericin姻蹄

作用している。浸水隣び風乾処理によつてSericinの膠　　　力に相述1があると1司一繭層・1三も厚さは曼耽：つた丘【1rとる

摺：カVl：変化している。浸水時闘鳳瀧澱で2斗時間とし，風　　　ことになる。父湖定Fεの加わらない時1腐醐轡の厚さhii，

範は最初のli㈱璽娘こ1｝抄するまで行つた・更に測く底1　＋・蹴・R醐数の増力i！によ・：：）’t：減少する。

i眩処理をll覆し，こ¢i処即の系蚤過中に繭層の厚さを測定　　　　（2）煮繭時間と摩さとの閲係

胚≡を変えた場音に就いて渕定した。その結果浸水繭麟の　　　　溌繭il紹liの増加に伴い翫ricinゆ膠II・カは弱くなるの

厘さは乾いた繭層に比し澗定r卜iの小さい時陣く，測う葦1：1三　　で吐の為に超る1繭層の彫さ配）変f臣r測定した。試料は窯

・の大きいとき薄く測定された。又第二1珂浸水後の繭層ほ　　　ぜ監【iLで鱗時蘭浸水しゾ：二’碧ogCで｝鰍調し71t・：。煮繭時調鳳

第一翻浸水後の繭層に比し肺葦R三の小さい時薄く・測窪　　　9；）c’Cl・ひ温湯中に1二E沈した峙調とした。測・酸結：果は、概く

謄の大きいとき厚く測竃された。この場合の各憤数の変　　　褻の通りである．

化を：窮五ii蔓に承1ノた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　6　「：　he　vuriari‘）tl　of　the　coxユstallts　with

　　Table　5　The　vat’illti。n　of　the　c。nstants　wit1、　　　　　　the，　c。oking　time　in　gl｝°C　wa，　teir

㏄繭爾）一u蕊…獅1薦C・2。・””－　　9　niin　lll、璽11膿lll　l繋
Fi「st　d「yin�撃≠凾メuEI8ユ119694　i9°　　2　1553167・69：　，）2371
SecQnd　d「ylng　laye「i“On・3029676172　　　斗　13781C45　77277354

　First　wetting　Iayer　　　63J　1513　　73　　241　　314　　　　　　　　　　　　8　　　　　1　　　399　　12　T・S　　　　7序　　　303　　　377

Sec°Dd　wettin・1にye ?SC］4997782°9287　　R防翻，。進律伴、、、如・b剛・さくなり，騰可

　即ちほぼ司一状態にある1蕾1層のc｝よノく差なく、又漫水　　能最blaは大ぎくなつた。　Cは懲かに小さくなる様であ

した繭層のc　lti；乾いた繭層のcに比して蓬しく小さかつ　　　るが奨の蓬が少いのでb！a＋Cは大きくなつた。之れは

た。又浸水風乾を反覆すると風乾繭層でほa及びbが次　　　煮熟の進むに従つて繭周の軟和膨潤が起るためである。

第に大きくなり，浸水繭層ではa及びbが次第に小さく　　　そしてb！aと煮繭時聞との聞に1う二拗物線的関係カミ認めら

・なつた。風乾繭層区では漫水圓数の多い程Sericinの膠　　　れた。但し漁繭によつて崩来る繭層表面の乱れ（緒糸に

二蒲力を増加すると共に緊緩度は硬くなつて来ることを示　　　なると考える部分）IS：　a，bのノ直に変動を与えた。

＿薪讐一鶯。，、a、b。．て囎9｝LL⊥蹴c
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　betwean　the　thickness　of　the　cocoon　layer　and　the

　　　　　　　　　　　　　　　　IV　摘　　要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pres：’ure　of　measuremellt，　thぽfollowing　results　c。uld！

　　本鍵験によつて次のことを知り偲た。　　　　　　　　　　bc　obtained，

　　1⊥）繭層の厚さとその測定FEとの関係は本i爽臓の範囲　　　1．　The　relation　btitwccin　the　tkickness　t　and　the

・・ ｻ・㍉皐r・・で蓑わし衡・・　　　m・・s…m…p…s・1r・・…b・・h・w・b・…f・一・

　　（2）恒数a同二Sericinの繭飛fソ1に関係し，繭1轡喪面の　　　　110wing　equaじiOI）．

　　状瞠によつて影響を受ける。慣数bは醐層の緊緩に関　　　　　　　t霜＿h＿＿トc

係し，慎数c団二醐腰の実質的累璽曜さに相当する因子で　　　　　　　　P』卜a

ある。又b！・螺蠣の圧慕嗣能最勧≒し，．虻＋。ll・S；ifv］　2・Th・－t・・t・…m…b・rd・t・d　t・the　c。he・玉・e

m．・Eの加紡な嚇の　1｝1層卿さを肘。a @　　p・w…f…i・i…d　i・圭・ch・…db・・hc・u・fac・・

（3）i齢　曜さ既の聾腱条鰍び献，の状態によつ　st’ucture°f　’he　c°c°°n　l・Y・”・s’・Th・cQn・“t・nt　b

磁しく脳髄調・．鋤禽式傭数に・r）、、でも服で　indicat°s　the　s°ft・css・f　the　c・－1・y・r　and　・h・

あるΩ　　　　　　．　　　　　　・・nst・nt・i・c。・・i・lered…h・・hi・1m…。f・h・c・…
r’t’）灘及び風乾1・よ）b・・11p・1数殿fヒ翻ミめ覗ると贋ll　c°°n　layc「hav”　i’°9・pace　in　th［Lt　1・ye「・b！・i・th。

乾　榊叢綱獅夢曜・，b翻加．　b／、望酬沙1／　c°mp「essiblc　clista，nL’e°±’　the　laye「t＞y　th…IIE一一．

　　ブこ二〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ent　p「cssure　and　b／a・トcis　thc　thiclcnesg．　of　the　lay“r．

（5）煮1鵬1融増す・・イ・1・いt・，b轍少し，　b／、、｝渤　　XN’hen　the「L”　is　1）°e．xternttl　prcssLi－th・1・yer・

物繍勺に増：粥る。　　　　　　　　　3・Th・thi・1・　ne　s，　s。f・h・…。・n　l・y・r・・d・h・c・・一・

C6）轍魍徽・於け翻繕　醇勘変化については研　st”nts　in　the　f「°nt剛・ti。・w一職・d　by・h。

究中である。　　　　　　　　　　cx圃m。咽…dlti。・・and　・he・t…t・…fth・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c。co。n　layer．

　　　　　　　　　　　　　　　　　丈　献　　　　　　4．　ln・…。fd・i・d1・y・r，　th・v。1。。、。f、。。db

（1）纈瀦〃寮鯉〃46，221（1951）　‘　至ncr・a・ed，・・d・h…lue。f・！・dec…s・d・with　，，

12）H・rln・m　B。9、ty。nd　tht。e。，he，s　　　　it…P・・t・d　w。tti・g．1・・…。f　th・1・y・r・。。k・d．・1

　　　　　Te・til・　Resea・ch」・rn・1　N・．2（1953）　　　in　90cCw・…，・h・v・1…。f・h㈱・¢。n…n・・d・c－

　　　　　　　　　　　　　　　　　Summ。ry　　　　　　「・…di・v・・edy　with　th・・。・1・i・g　tinie，

　From　　the　　、vriter，　s　expE…rim¢nts　◎n　　the　　rclation


